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―月光花―
第一場面　公園

薄暗い照明　

　満月、千明、静子、成美、下手から騒ぎつつ入ってくる

千明　：ねえみた！？さっきの店員の顔！

成美　：みた。全然疑ってなかったね。

満月　：ちょっと親切ぶってやるとすぐ信用しちゃうんだから。

成美　：大人ってちょろいよねー
静子　：あー、ドキドキした！

満月　：静子は相変わらず小心者だね。あんなのなんてことないのに。

千明　：でももう慣れただろ。何度もやってんだから。

静子　：まあね。

成美　：で、満月、とったもんは？

満月　：ふふふ…（かばんからお菓子をばさっと出して）じゃーん！

千明　：おおー！大漁じゃん！

静子　：いつこんなにとってたの？一緒にいたのに。

満月　：静子がカメラをさえぎってくれてるあいだに、靴紐むすぶフリしてごそっとね。

　　　　店員は成美たちとしゃべってたから全然みてないし、こんくらい軽いよ。

成美　：満月、盗みでプロになれるかもね。

満月　：なっちゃおっかー！？金なんかなくても、なんでも揃うよ！（笑う）

千明　：（ポテチをとって）やり！今日はコンソメだ！

満月　：千明、好きだっていったから。

千明　：いっただきまーす！

静子　：今日も盗ったの？アレ。

満月　：うん。（マニキュアを出して）今日はピンク！

　　　　でもコンビニってあんま種類ないからさー。これもう３本目。

静子　：マニキュア、ほんとに好きなのね。

満月　：これくらいしかないなあ、好きなものって。

　　　　運動も勉強も学校も家も、だいっきらいだし。

千明　：コンソメは？

満月　：嫌いじゃないけど、私はのり塩派。

千明　：人生ソンしてるよ。

満月　：のり塩の悪口いったらゆるさないよ。

成美　：（ゲームをしている）あーやられたし！マジ最悪！（わいわい騒ぐ）
　　美咲、上手から

美咲　：うるさいわよ、何時だと思ってんの！？

　　四人、びくっとする

静子　：み、美咲先輩…！？
美咲　：静子？千明、成美、なにしてんの？こんなとこで。

千明　：べつに…

美咲　：千明、パーマは禁止だって言ったでしょ。成美たちも何よ、その制服の着方！

千明　：うっせえな、ここは学校じゃないんだから、注意される筋合いありません。

美咲　：…満月、あんたまでなにしてるのよ。ご近所に迷惑でしょ。

どういうつもり、うちの妹つれまわして。校長先生にいいつけるよ？

静子　：や、やめてくださいっ！お願いします！

成美　：あーあ、めんどくさ。

千明　：満月―、この人の相手、頼んでいい？慣れてるでしょ。

美咲　：この人ってなによ、私は先輩…！

満月　：みんな、先に帰っていいよ。
静子　：でも…

千明　：よろしく。
成美　：いこいこ！
　　満月を気にする静子。３人、下手にはける

美咲　：…ったく。

満月　：お姉ちゃん、満月だよ、今日。キレイだね。

美咲　：こんな時間までなにやってんのよ。

　　　　うちの生徒が馬鹿なことしたらお父さんの信用にかかわるでしょ。

満月　：校長先生、だもんね。

美咲　：わかってんの？あんたがこういうことするたびにお父さんの評判が落ちるのよ。

もうどっか行って。あんたが娘なんて恥ずかしいから。

満月　：あのさ、お姉ちゃん、渡したいものが…
美咲　：近寄らないでよ！

　　　　あんたは最低の妹よ！生まれたときから、今までずっとそう。

満月　：ひどいなあ、私今日、誕生日なのに。

美咲　：あんたの誕生日なんてね、本当は祝う価値ないのよ。

満月　：…どういう意味？

美咲　：そうね、あんたももう１５歳だもんね、教えてあげる。

あんたのせいでね…！

　　美咲、満月の耳元でなにかをささやく。

満月　：…うそでしょ？

美咲　：本当よ。お父さんは隠してるけど、本当はあんたがにくいのよ。

　　　　あんたさえいなければって、みんな思ってるんだから！

　　　　生まれてこなきゃよかったのよ！！人殺し！（上手にはける）

満月　：…ひとごろし…

暗転

第二場面　公園

　　葵、玲奈、真子、朋美、さや、なつめ、このは、わいわいしゃべっている。（遊んでいる）

　　

なつめ：ねえねえ朋美、夏休み明けに新庄くんちに行く約束したってほんと！？

真子　：えっ！？なにそれ聞いてないよ！

朋美　：別に家にいくってそういうんじゃなくて、新庄くんが最初の朝練遅刻しそうだって

　　　　言うから、じゃあみんなで迎えにいくかーみたいなかんじで…

さや　：えぇー！いいなあ！さやも新庄くんちいきたーーい！

朋美　：そんなおおげさな…

玲奈　：でも家の前だよ！？ママとか出てきたらどうすんの！？

朋美　：そりゃごあいさつくらいは…

このは：「おかあさん、はじめまして！」

朋美　：そうね、そんなかんじ…

なつめ：「息子さんをください！」

朋美　：いきなりすぎじゃない！？

さや　：「私をもらってください！」

朋美　：そんな、まだ付き合ってもないのにそんなこと…！

玲奈　：「お母さんをください！」

朋美　：いらないよ！！

葵　　：いいなあー！私もバスケ部入ればよかった。

このは：葵はダメでしょー運動神経ゼロだもん。

葵　　：そんなことないよ！できるスポーツだってあるもん。

さや　：なに？

葵　　：竹馬・けん玉・フラフープ！

なつめ：昭和の匂いがするー

真子　：葵、ばあちゃんっ子でしょ。

葵　　：じいちゃんっ子！

真子　：こりゃ失礼。

このは：あーあ、夏休みも終わりだねー。

なつめ：今年はどこにも行ってないよ。

さや　：なっちゃんも？さやも塾とうちの往復のみ！あとたまーに部活。

このは：受験生だからね。仕方ないっちゃ仕方ないけど。

玲奈　：つまんねーーー！

葵　　：でもさあ、夏だよ！何かが始まりそうな気がしない！？

真子　：もう夏終わるよ、葵。

葵　　：輝く太陽、澄んだ空、夜には星も輝いてさ。ドラマチックなことが

　　　　いまにもやってきそーじゃん！グラグラと！ドンドコと！

玲奈　：やってこねーよー

葵　　：（満月とぶつかる）ひゃっ！
　　　　ごめんなさい！大丈夫ですか？
玲奈　：葵？

満月　：（頭をおさえて）…私…

葵　　：あ、無理にしゃべらないでください！座ったほうがいいかな？
ねえ場所あけてあげて！

朋美　：葵、どしたの？

葵　　：へ？

玲奈　：誰としゃべってんの？誰もいないけど。

葵　　：…え？
満月葵以外全員：…きゃあああああ！！！（口々に悲鳴）

さや　：ちょ、ちょっと待って！誰かいるの！？そこに！？

葵　　：見えないの！？みんな、まじで？まじで見えないの！？

玲奈　：マジに決まってんだろだっていないじゃんよ！

葵　　：いるよ！私たちくらいの白い服着た女の子が！

なつめ：白い服…

真子　：それって…

満月以外全員：幽霊？

満月　：私…私、幽霊なの？

葵　　：あ、あの…
朋美　：あああ葵、話しかけないほーがっ！

満月　：私、どうしてここにいるの？ここ、どこ？

なつめ：どうしたの？幽霊さん、なんだって？

葵　　：なんでここにいるのかわかんないって。

このは：記憶がないってこと？（満月、考え込む）
葵　　：あ、無理に考えないで…ゆっくりでいいから。
さや　：なんか、ちょっと、かわいそうだよ…（近くへ行こうとしてハンカチを落とす）

真子　：やめなさいよ！ほんとにそこにいるかどうか…

さや　：葵を信用してないってこと？

真子　：いや、そういうわけじゃないけど、そう簡単には…

　　
満月、さやのハンカチを拾って、差し出す（葵以外には見えていない）

満月　：どうぞ。（にっこり笑う）

さや　：（ハンカチをみて）あ…！

なつめ：ハンカチが浮いてる…

葵　　：どうぞ、だって。さや。

さや　：あ、ありがとう…（ハンカチをとる）

このは：ほんとに、いるんだ…

玲奈　：は、ははは…すげえええ！！（真子以外歓声）

朋美　：すごいっ！すごいっ！初めて幽霊にあっちゃった！

満月　：（葵に）あなただけに見えるんだね。不思議。

葵　　：そうだね。なんでだろう。

満月　：名前は？

葵　　：私は葵！よかった。ちょっと元気になったね。

真子　：幽霊が、元気って…

このは：葵、どんな子！？どんな子なの？

葵　　：えーと、うちらくらいの子で…白いワンピースをきてて…

なつめ：名前は！？

葵　　：（満月に）名前、わかる…？

満月　：…み、つ、き…

葵　　：ミツキ？

満月　：私は…ミツキ…

暗転
　下手サス。萌、雑誌を読んでいる。葵、走ってくる。
葵　　：お姉ちゃんお姉ちゃん！あのね！きいてきいて！

　　　　私ね、三丁目の公園で、幽霊に会ったの！

萌　　：幽霊？

葵　　：そう！私にしか見えなかったんだけど、とっても、とっても優しい子でね、

　　　　ミツキっていうんだって！仲良くなったんだよ！

萌　　：ミツキ…？

葵　　：うん。…どうかした？

萌　　：ううん、なんでもないわ。幽霊の友達なんて素敵じゃない。

　　　　大事にしなさいよ！
葵　　：うん！

暗転

第３場面　学校の廊下

　千明、静子、成美、上手から歩いてくる。
成美　：あー部活だりー！

静子　：しょうがないわ。何か所属してないと内申にひびくし。

成美　：どーせ高等部あがるだけなんだから関係なくね？

千明　：静子、今日の部活私の代わりにやっといてよ。
静子　：え？

千明　：先生全然見に来ないし、私の分の作品作って出しといて。
成美　：あ、私もー！

静子　：ちょっと待ってよ、なんで私だけ…

成美　：いーじゃん、ちょっと作業増えるだけだし！

静子　：…ふたりとも、いつもそればっかりね。めんどうなことは全部押し付けて…
あの日だって…！
千明　：何が言いたいんだよ。

静子　：二人にだって来たんでしょう、満月からの、あのメール。
千明たちがいつも、押し付けてばかりいたから、満月があんなことに…！

成美　：静子だって押し付けたじゃんか！

静子　：でも！私は止めようとしたのに…

千明　：結局逃げたんだから同じだよ！ひとりだけいい子ぶってんなよ。

静子　：…だって、それしか知らないんだもの。いい子でいることしか…！

千明　：…もう、手遅れなんだよ、全部…

　下手から美咲。

美咲　：あら、久しぶりじゃない。

静子　：美咲先輩…！

美咲　：こないだ公園で偶然会ったとき以来ね。あの子が事故にあった日。
千明　：何か用ですか？わざわざ中等部まで。
美咲　：その前に、あんたたち制服をただしく着なさいよ。学校のイメージが下がるでしょ。

成美　：用件はなんですか！？

美咲　：妹のことで。

成美　：満月が、なにか？

美咲　：あんたたち、何か悪さしてないでしょうね？妹をつれて。

成美　：…いいえ。

美咲　：ならいいけど、あんまり目に付くところで満月をつれまわさないでくれる？

　　　　うちのお父さんの、ううん、学校の評判にもつながるし。

成美　：校長の娘、ですもんね？
美咲　：なに、その言い方。

成美　：別に。

静子　：成美…！

千明　：そんなん、満月に直接言えばいいじゃないですか。

美咲　：あの子が何をしようがどうでもいいのよ。見つからないでくれれば。

千明　：…どうでもいい？

美咲　：そ、お父さんや学校に迷惑をかけないでほしいだけなんだもの。
あの子のすることなんて関係ないじゃない。

千明　：…うちの母親も、いつもそういいますよ。あんたのことなんか、どうでもいいって。
成美　：千明？

千明　：お父さんとか、学校とか、立派なこと言ってますけど
　　　　先輩の言葉は、中身のない、すっごいうすっぺらな言葉にしか聞こえません。

美咲　：なっ…

　萌、下手から

萌　　：はいはい！それくらいにしなさいよ。
静子　：萌先輩！（うれしそうに）
萌　　：静子、成美、千明、久しぶり。

美咲　：萌、なんで中等部に？

萌　　：美咲こそ。どうしたの？

美咲　：私は…用があって…

千明　：私、帰る。

美咲　：千明！話は終わってない…

千明　：妹のこと、どうでもいいなんて言うひとの話は聞けません。失礼します。
成美　：千明！（千明、走って上手にはける）

美咲　：なんなのよ…！お父さんに言いつけようかしら。

萌　　：こら。それはダメっていつもいってるでしょ。

静子　：萌先輩、お久しぶりですっ！

美咲　：…あんたは好かれてるのね。私よりずっと。

萌　　：そうかな。

成美　：お父さんお父さんって、ちらつかせるからじゃないんですか？

美咲　：なんか言った？

成美　：いーえ？

萌　　：美咲はお父さん似だから、すぐに親子だってわかっちゃうもんね。

満月ちゃんと、似てないよね。

美咲　：あの子は、母親似だから。…見るたびに、お母さんを思い出すから、いやなのよ。
　　　　あの子の生まれた夏は、嫌い。

萌　　：美咲。

美咲　：…部活に戻るわ。じゃあね。（下手にはける）

成美　：…ったく！なんなんだよ…！

萌　　：まあまあ…姉って、タイヘンなのよ。

静子　：あ、萌先輩も妹さんがいるんでしたっけ？

萌　　：そ。静子たちと同じ歳よ。…そういえば、昨日ね、うちの妹が変なこと言ってたの。
　　　　三丁目の公園で、幽霊にあったって。

静子　：ユーレイ！？

萌　　：そう。すっごくうれしそうに話すのよ。その幽霊の名前も、

ミツキって言うんですって。まあ、関係ないだろうけど…
成美　：それって、あの交差点の近くの公園ですよね！？
萌　　：そ、そうだけど…

成美　：私、いってくる！（走って下手にはける）

萌　　：ちょ、ちょっと成美！？どうしちゃったのかしら…
静子　：萌先輩。

萌　　：なに？

静子　：…相談したいことがあるんです。聞いてもらえますか？

萌　　：…うん。
暗転
第４場面　公園

　葵が満月と話している。他のメンバーも興味。

　真子は少し離れてつまんなそうに。

葵　　：へえ、ミツキ、お姉さんがいるんだ。私も一緒！

満月　：葵も、お姉ちゃんがいるの！？

葵　　：そうだよ。
さや　：ミツキ、妹なんだ！さやも！

玲奈　：あーさやはそれっぽいね。

さや　：なんでよう。

玲奈　：そーやってすぐふてくされるトコ。（満月、笑う）

葵　　：ミツキも笑ってるよ。

さや　：あ、ひどーい！（笑う）

なつめ：いいなあきょうだい。私ひとりっこだよ。

このは：よくないよー！ケンカばっかり！
朋美　：ねえ、さっきからずっとミツキと関係ないことしゃべってるよ、真面目にやろ！
満月　：真子は、きょうだいいるの？

葵　　：真子はきょうだいいるのかって。ミツキがきいてるよ。
真子　：え、私？

葵　　：うん。

真子　：…お姉ちゃんが、ふたり。

満月　：妹なんだ、いっしょだね！

葵　　：いっしょだね、だって。

朋美　：で、ミツキ、他に思い出したことは？

このは：学校とか、住所とかさ。
満月　：…おねえちゃんのこと、くらいだなあ…

　　　　なんだか、ちっちゃいときのことしか浮かばないの。お姉ちゃんにいじめられたとか、

　　　　お姉ちゃんにお菓子とられたとか…たたかれたとか…

葵　　：ちっちゃいときのことしか浮かばないって。

玲奈　：どういうことだ？ミツキは私たちと同じくらいなんだろ？
このは：じゃあ学校いったことないわけないよね。

さや　：死んでから大きくなったのかな？

なつめ：まさか。幽霊が育つなんてきいたことないよ。

満月　：みんな、ごめんね。

葵　　：ミツキが謝ることじゃないよ。そんな顔しないで。

朋美　：そうだよ！気にしないでいいんだから。
満月　：みんな、ありがとう。葵、ありがとうって、たくさん伝えてね。

葵　　：みんな、たくさん、ありがとうって！

真子　：私、帰る。

玲奈　：真子、どうしたんだよ。さっきから機嫌悪いぞ。

真子　：…気持ち悪い。

葵　　：え？

真子　：みんな、ほんとに幽霊なんて信じてるの？

さや　：信じるも何も、だって、ここに…

真子　：見えるのは、葵だけでしょう？私には見えない。

なつめ：そりゃそうだけど…

満月　：真子、私はここに…！
真子　：いるとしたって、なんでここにいるわけ？天国にいけないってことは、

　　　　なにか、すっごい悪いことしたとかじゃないの？

　　　　もしかして、人を殺したとか。

満月　：ひとを、ころす？

朋美　：ちょっと、なんてこというのよ！ミツキがそんなこと…

真子　：するわけないってどうして言えるのよ！顔もみたことないのに！

玲奈　：お前いいかげんにしろよ！

真子　：とにかく！私はこれ以上かかわりたくないから！（上手にはける）
玲奈　：待てよっ！（追ってはける）

朋美　：あー、もう！
このは：大丈夫かな…

葵　　：ミツキ？

満月　：ひとごろし…

葵　　：え？

満月　：ひとごろし…私は、ひとごろし…
葵　　：…ねえ、どうしたの…

　　満月、走って下手にはける

葵　　：ちょっと、ミツキ！？（追ってはける）

朋美　：葵！？

さや　：どうしちゃったの？
このは：さあ…

　　成美、走って下手から。しばらくきょろきょろする。

成美　：（さやたちに）あの、君たちの中に、お姉さんの名前が萌っていうひと、いない！？

朋美　：はあ？

成美　：あー、妹の名前知らないのに走り出してしまったあー！
　　　　あのさ、お姉さんが萌っていって、お姉さんとは似てなくて、運動神経なくて、

出来が悪くて、いっつもお皿を洗わずに放置してお母さんに怒られてて…
なつめ：ケンカ売ってんの？

このは：買うよ。

唯　　：血祭りだよ。

成美　：ご、ごめんなさいっ！前に萌先輩がそう言ってて…

満月を…同級生を知ってるってきいたもんだから…

さや　：ミツキ？

成美　：わかんないよね…はぁ…（とぼとぼ帰ろうとする）

成美以外全員：ちょっと待ったぁ！

さや　：ミツキを知ってるの！？

成美　：う、うん、まあ…

朋美　：詳しくきかせて！さあさあ！
このは：私たち、ミツキを助けたいの！

成美　：…あんたたち、ミツキの友達？
なつめ：そんなとこ！さあ話して！さあさあさあ！
暗転

第５場面　

　上手側にサス。静子、萌、向かい合って座っている。

萌　　：万引き！？

静子　：…はい…

萌　　：やってたの？あんたたち？
静子　：そうです…でも、あの、主に実行犯は満月と千明で、
　　　　私と成美は見張りとか、防犯カメラをさえぎるとか、そういう…

萌　　：なんにせよ、手を貸してたんでしょう。同じよ。
静子　：そうですよね。

萌　　：（ため息）なんでそんなこと…

静子　：最初は、いけないことをしてると…恐かったけど、だんだん、面白くなってきて…
萌　　：スリルってやつか。

静子　：そんなかんじです。

萌　　：よくあるハナシだね。でも、ちょっと意外だな。
　　　　千明たちはともかく、静子も、満月ちゃんも、そういう悪いことに、

　　　　手を出しそうなかんじみ見えなかったから…

静子　：「いい子」に見えました？

萌　　：うん。

静子　：…私たちは、似てると思うんです。

　　　　見た目とか、シュミとかは全然違うけど…まわりについていけなくて、

　　　　親とか家族とうまくいってないこととか、そっくりでした。

萌　　：親と？

静子　：…私は、人形なんです。

萌　　：え？

静子　：ママは、私が意見を言うと、いつも「あなたは何も考えなくていい」って言います。
　　　　ママが決めてあげるから、何も心配しなくていいのよ、って。

萌　　：…

静子　：私が反論すると、泣くんです。なんで言うことがきけないのって。

　　　　もう、言う気もうせちゃいますよね。

萌　　：…そう。

静子　：満月たちと悪いことをして、口から心臓が出そうなくらいドキドキすると、

　　　　ああ、生きてるって思えたんです。

　　　　そのときは、人形じゃなくて、人間でいられたんです。

萌　　：…なるほどね。

静子　：（携帯をだして）これを見てください。（萌に渡す）

　　　　満月が事故にあう直前に、私たち３人にきたメールです。

萌　　：（メールをみて表情を変える）え…？

静子　：先輩、私、どうしたらいいのか…！

萌　　：…静子、あなたに頼みがあるの。きいてもらえる？

静子　：…はい…

照明切り替え。下手サス。

　成美、さや、このは、なつめ、朋美、唯。

さや　：なにそれ…！ミツキのお姉ちゃん、ひどい！

朋美　：なんとかしようと思わなかったの？友達でしょ？

成美　：友達、ってかんじじゃなかったんだよ。あんたらにはわかんないかもしれないけど。

　　　　ただ一緒にいて、たまに悪さして、あとは別々のことをするだけ。

このは：クラスに仲いい子いいないの？昼休み遊ぶ子とか。

成美　：休み時間も放課後も、ネットゲームしかしてない。

このは：それ、楽しいの？

成美　：まあまあ。いつでもやめれるし、こじれないし、めんどくさくないじゃん。
なつめ：なんか、かわいそうな人だね、あなた。

成美　：…そうかもね。

朋美　：わかる気がするな。私もやってるから。ネットゲーム。

さや　：ちょっと、朋美…
朋美　：ネットは、私たちを否定しないからね。現実の人間関係がめんどくさいのは、わかるよ。

成美　：ネットが、ゲームが、テレビが悪いってお父さんはいつも言う。

　　　　なんで私がそれに走ってるか、考えもしないで。
お前はダメ、ダメ、そればっかり。私のこと、何にも知らないくせに。

　　　　だから、否定されない世界にいるんだ。何もおかしくないでしょ？

なつめ：でも、ほんとはひととつながりたいんでしょ？

成美　：そんなことない。

なつめ：つながりたくない人間は、誰かのために血相変えて公園まで全力疾走したりしないよ。

　　　　あなた、マトモだよ。

成美　：マトモ、か…

さや　：で、ミツキはなんで事故になんかあったの？

成美　：事故、っていうか、なんていうか…

朋美　：いつどこで？

成美　：一週間前。この公園の先の交差点。

なつめ：だからこの公園にいたんだね！

成美　：…あいつ、目をさまさないんだ。もう意識が戻ってもいいはずだって、

医者は言ってるのに、まるで、戻ってきたくないみたいに…

朋美　：目をさます？

このは：ちょっと待って。ミツキって、その事故で、死んだんだよね？

成美　：あんたたち、なにいってんの？満月は生きてるよ？

このは：え？

　照明きりかえ　中央サス。千明が携帯を見ながら立っている。
　上手から走ってくる真子、千明にぶつかる。携帯を落とす。
千明　：いってえな、どこ見てんだよ！
真子　：あんたこそ、ぼーっとしてんじゃないわよ。

千明　：あ？誰がぼーっとしてるって？

真子　：あんたよ。他に誰がいるの？携帯みてぼーっとしてたじゃない！
千明　：ケンカ売ってんのか？自分からぶつかっといてふざけたこと抜かすなよ。（つかみかかる）

真子　：ひっ！

玲奈　：（上手から）やめろよっ！（真子を引き離す）

真子　：玲奈！

千明　：こいつがぶつかってきたんだよ！

玲奈　：こんなとこに突っ立ってるほうが悪いだろ場所考えろよ！

千明　：ああ！？やんのか！（真子、千明が落としたケータイを拾う）

玲奈　：望むトコだ！

真子　：「生まれてこなきゃよかった。私は、生きてる資格なんかない…まんげつ」
千明　：ちょっと、返せ！（真子から携帯を奪う）

真子　：なによそれ、まるで遺書じゃない。

千明　：オマエに関係ないだろ！

真子　：ていうか、最後の「まんげつ」ってなんのこと？

玲奈　：月がキレイだったんじゃないの？

真子　：あー！

千明　：んなわけねえだろ。これは、名前だよ。まんげつって書いて、みつきって読むんだ。

玲奈　：なるほどー！

真子　：へえ、変わってるね、まんげつって書いて…

ふたり：ミツキ！？

千明　：な、なんだよっ

玲奈　：ちょ、ちょっと、そいつ、オマエの知り合い？

千明　：知り合いっつーか、なんつーか…

真子　：その人、お姉ちゃんいたりする？

千明　：あんたら、満月を知ってんの？

玲奈　：そう！だから教えろよ！そいつに何があった！？

千明　：…一週間前に、そこの交差点で、事故にあって…

真子　：（玲奈と顔をみあわせて）ほんとに、いたんだ…ミツキ…

玲奈　：ねえ、ちょっと待って。そのメール、ミツキが書いたのか？

千明　：…あいつが事故にあう直前に、届いた。

真子　：それって、まさか…

千明　：…満月は、自分で死のうとしたんだ。

真子　：…ちょっと、どういうことなの！？

千明　：私だってききたいよ！ただそのメールをもらって、あの交差点に着いたときには、

　　　　もう救急車がきてて、満月が…血を流して…

玲奈　：で、でも、それ自殺だって決まったわけじゃ…

千明　：だけど他に何があるんだよ！？

玲奈　：それは…

千明　：もう遅いんだ。何もかも。あいつは目を覚まさない。

　　　　戻ってきたくないんだ。どうしようもないんだよ。（真子、玲奈と顔を見合わせる）

玲奈　：なああんた、満月の今の状態を詳しく話してくれ。たぶん私たち、誤解してる。

真子　：それから、信じられないだろうけど、私たちの話を最後まできいて。

もしかしたら、まだ間に合うかもしれないから！

千明　：…わかった。

　暗転
第６場面　交差点

　　満月、下手から走ってくる。呼吸が荒い。追って葵。

葵　　：ミツキ…！どうしたの、突然？

満月　：…

葵　　：あの、真子の言ったことなら、気にしないで！ミツキが人殺しなんて、

　　　　そんなこと、あるわけないんだから…

満月　：あるの。

葵　　：え？

満月　：私、人殺しなの。

葵　　：…なに、いってんの？

満月　：なんでこんな大事なこと、忘れていられたんだろう。そう、そうだった。

　　　　私は、人殺しなの。お母さんを、殺したの。

葵　　：おかあさんを…？

満月　：あんたを無理して産んだから、病気の治療が間に合わなくて、お母さんは死んだ。

　　　　あんたがお母さんを殺したの。あんたなんか、生まれてこなきゃよかったのよ。

葵　　：誰かに、そういわれたの？

満月　：…お姉ちゃん。お父さんも、ほんとは、私のこと、憎いんだって。
葵　　：そんなこと…そんなことないよ！みんな、ほんとはミツキのこと、きっと、
　　　　大事に思って…！

満月　：あんたになにがわかるの！？

　　　　小さいころからずっとずっとおねえちゃんに隠れていじめられて、

悪さを私のせいにされて、お父さんにもおばあちゃんたちにも

いつも私が悪者扱い！みんな私を心配してた。お姉ちゃんは器用でいい子なのに、

なんであんたは何もできない悪い子なのって。

私の何を知ってるのよ！わかったように言うのやめてよ！

葵　　：ごめん！ミツキ、ごめん･･･

満月　：…だから悪い子になってやったのよ。言われたとおりに！

　　　　お姉ちゃんにいつも言われてたように、馬鹿でグズで、いらない子だって、

　　　　その通りになってやったのよ！
葵　　：やめて…

満月　：千明たちだって、私のことをまんどうなことを押し付ける都合のいいやつくらいにしか

　　　　思ってないの。私が帰ってくるのを待ってるひとなんて、ひとりもいないんだから！

葵　　：やめて！！もうやめて、ミツキ。ミツキの気持ち、なにも知らないのに、

　　　　勝手なこといってごめん…

　　　　でもミツキ、私ミツキのこと好きだよ。最初に会ったときから、

どこか似てるって、そう思ったの。私とそっくりだって…！

満月　：…にてなんかない。私はいい子じゃない。

葵　　：でも…
満月　：だから、私を殺そうとしたの。

葵　　：…どうして…！

満月　：殺人は、死刑になるのよ。同じこと。

　　　　お母さんを殺した私は、死んで償うべきだと思ったの。

葵　　：そんなこと言わないで！私、ミツキと一緒に遊びたいよ。話もしたいよ！
満月　：葵、一生懸命になってくれて、ありがとう。みんなに、よろしくね。

あんたたちだけだよ。私のために、何かをしようとしてくれたひと。

葵　　：だめだよ、ミツキ、
満月　：さよなら。

　暗転

葵　　：ミツキ！！

　ミツキはける。数秒で明転。

　上手から真子、玲奈、千明。

真子　：葵！ミツキは！？

玲奈　：このひと、ミツキの友達なんだって！いま、事故のことをきいたんだ。

　　　　あれは事故じゃなくて、それから、ミツキは生きてるんだ！
真子　：このひと、ミツキの友達なんだって！全部話したの。信用してくれたよ。

　　　　…葵？

葵　　：…どうしよう…真子、玲奈…ミツキが…消えちゃった…！

玲奈　：消えた？

葵　　：さよならって…

千明　：そんな…！

葵　　：私なんかが、かかわったから…ミツキの気持ち、なんにもわかってあげられなかった…！

千明　：…ちくしょう、なんであいつを置いて帰ったりしたんだろ…！満月…！

玲奈　：（しばし沈黙）…あーーーーもうっ！

葵　　：な、なに…？

玲奈　：まだミツキは死んだって決まったわけじゃないだろか！こんなとこでうなだれてて、
　　　　なんか状況変わるのかよ！それとも、もういいのか？もうどうでもいいのか？

　　　　消えかけてるやつなんかどうでもいいのかよ！

千明　：…よくない…！

真子　：葵、行こう。

葵　　：どこへ？

真子　：決まってるでしょ、ミツキのとこ。死んだなんて、私この目でみるまで信じない！

　　　　（千明に）病院、案内して。

千明　：わかった。

玲奈　：走るぞ、葵！

葵　　：…うんっ！

　　四人、下手にはける

暗転

第７場面　（転換中。サスのみ）

　満月、下手サス。美咲、上手サス
満月　：あ、お月様。
美咲　：あ、まんげつ。
満月　：私の名前と一緒。
美咲　：あの子が生まれた日と一緒。

ふたり：…明るいなあ…

満月　：あんなふうに、なりたかったなあ…

　母音声

「美咲、満月」

ふたり：…おかあさん？

満月　：お母さん…病気、くるしかった？

「全然。ふたりがいたから、平気。しあわせだったわ。」

美咲　：私たちのこと、一度も病室にいれてくれなかったね。

「弱っていくお母さんを、見せたくなかったのよ」

美咲　：…私、ひとりになると、いつもお母さんのこと考えてたよ。

　　　　お母さんなら、こんなとき、なんていったかな？抱きしめて、くれたかな？って。

満月　：…ねえお母さん、なんで私をうんだの？

　　　　なんで私をあきらめて病気を治そうとしなかったの？

「…大切だからよ。あなたもおねえちゃんも、大切だから、うんだのよ。

美咲、満月、うまれてきてくれて、ありがとう。育ててあげられなくて、ごめんね。」

美咲　：…お母さん…
「満月、あの月のように、人の心を照らす子になってね」

満月　：お母さん！

「生きなさい、満月」

　　　　

暗転
第９場面　病室

　中央にベッド。満月が寝ている。
　美咲、そばのいすでうたたねをしている。

美咲　：（目を覚まして）おかあさん…？夢か…寝ちゃった…

　　　　お父さん、今日も遅いのかな…
　　ばたばたと下手から玲奈、真子、千明、葵。

真子　：失礼しますっ！

美咲　：は、はいっ！

玲奈　：（満月を指して）葵、あの子か！？

葵　　：（満月をみて）…ミツキ…！ミツキだよ！間違いない！

真子　：こんな顔、してたんだ…

葵　　：ミツキ！聞こえる？ミツキ！

千明　：…よかった、生きてる…
美咲　：千明…？（葵たちに）あなたたち、満月の友達？

玲奈　：そうです。

美咲　：こんな子にも、友達がいるのね。（萌、静子、下手から）
萌　　：葵？なんでここに。

葵　　：お姉ちゃん…！？

美咲　：萌の、妹？

萌　　：そうよ。（葵に）どうしたの？

葵　　：お姉ちゃん、ミツキが、ミツキが消えちゃったの…！

萌　　：え？

　　下手からどどっと朋美、唯、さや、このは、なつめ、成美。

唯　　：ここ！？ミツキの病室！

なつめ：あ、あの子じゃない！？

このは：ほんとにミツキは生きてるんだね！（がやがや）

成美　：だからそー言ってるじゃん！

朋美　：あ、葵！玲奈たちも！きいて！ミツキは生きてるんだって！
　　　　だから幽霊なんかじゃなくて、きっとなにか幽体離脱的なことが…！

玲奈　：知ってるよ。だからここにいるんだ。

さや　：ねえどういうこと！？どーしたら戻るの！？ミツキー！！（全員口々に呼んだりする）
美咲　：うるっさーーーーーい！！（全員、黙る）

　　　　あんたたち、騒ぎたいならでてって。迷惑よ。

真子　：でも、ミツキが…！

萌　　：そうね、美咲の言うとおり。

葵　　：お姉ちゃん…

萌　　：（玲奈たちに）みんな、申し訳ないけど、外で待ってて。

　　　　私たち、大事な話をするの。

千明　：成美、静子。

成美　：わかってる。

静子　：…覚悟は、できてるから。

真子　：…わかりました。

玲奈　：葵、いこう。

葵　　：（美咲に）…お姉さん。

美咲　：…なに？

葵　　：ミツキが、言ってました。お姉さんに
「あんたなんか生まれてこなければよかった、人殺し」って、言われたって。

　　　　お母さんが無理して自分を産んだから、治療が遅れて、

自分のせいでお母さんが死んだって。

美咲　：…だったら、なに？本当のことよ。
葵　　：私が出会ったミツキは、真っ白で、純粋で、まっすぐで、優しくて、あたたかい子
　　　　でした。

美咲　：…私の前では違うわ。

葵　　：私は、あのミツキが、本当のミツキなんじゃないかって思うんです。
あれが、生まれたまんまのミツキなんじゃないかって。

馬鹿だとかグズだとか、いらないとか…そんなことを言われながら育ったら、

　　　　私だって悪い子になっちゃう！

　　　　ミツキが…ミツキが、かわいそうだよ…！！

真子　：葵…

美咲　：勝手なことを…

萌　　：葵、いってなさい。よく、わかったから。あとはまかせて、ね。

　　　　大丈夫。満月ちゃんに、また絶対会えるから。

葵　　：うん…

玲奈　：（千明に）あと、頼むぞ。

千明　：…わかってる。

　　葵たち、下手にはける。美咲、萌、千明、成美、静子残り。

美咲　：話って、なに？手短にしてね。

静子　：美咲先輩にお話したいことがあります。
　　　　満月のために、これ以上黙ってることはできません。…私たちの、万引きのことです。

美咲　：万引き？

静子　：私たちと、満月は…これまで、何度も何度も、万引きを繰り返していました。

千明　：主導だったのは、私と満月。率先して、いつも、お菓子とかたくさんとって…

美咲　：…満月が？

静子　：お金はあります。でも、私たちは盗みました。
　　　　そうすることで、自分がここにいるって、生きてるって、思えたから。

　　　　妹がこんなことしてても、どうでもいいって言えますか？

美咲　：…うそよ。満月が、そんなことするはずないじゃない。

　　　　そりゃ、あの子は馬鹿だけど、そこまでじゃ…！

静子　：（紙袋を渡す）これを。

美咲　：…なに、これ？

萌　　：私が静子に頼んで、満月ちゃんのロッカーから出してもらったの。

美咲　：（中身を出して）マニキュア…？

萌　　：あなたも見覚えあるんじゃない？満月ちゃん、休みのあいだはいつも

爪を塗ってたでしょう？コロコロ色を変えて、楽しんでたみたいね。

　　　　それ、全部、万引きしたものなのよ。

美咲　：これ、全部…！？

静子　：小さくて盗りやすいからって、満月はいつも必ずマニキュアをとってました。

　　　　いろんな色がキラキラして見えて、すごく楽しそうに。

萌　　：これでも、信じられない？

美咲　：…そんな…

成美　：それから、もうひとつ。

　　成美、ベッドの近くにある満月のかばんからぬいぐるみ（？）を取り出す。

成美　：先輩、やっぱりこれ、受け取ってなかったんですね。

美咲　：なんのこと？
成美　：これ、満月がＵＦＯキャッチャーでとったんですよ。もちろん、お金出して。

美咲先輩に、あげるって。

美咲　：私に…？

静子　：あの日は、満月の誕生日だったけど、ゲームセンターでそれを見つけて、

　　　　「お姉ちゃん、好きそう」って。

成美　：おねえちゃんの誕生日に、そういえば何もしてない、

これ取って、プレゼントにするって、１０００円以上かけてとってました。

　　　　やっと取れたとき、満月、すっごく嬉しそうでしたよ。

　　成美、美咲にぬいぐるみを渡す。

美咲　：満月が…私に…

千明　：私たちは、悪いことをしてた。自分たちのことだけしか、見えてなくて。

　　　　言う資格もないかもしれないけど、でも…

　　　　これ以上私たちの友達を乱暴に扱ったら、絶対、絶対許さない！

成美　：たとえ、実の姉でも、校長の娘でも

静子　：容赦しませんから。
美咲　：…
千明　：以上です。

萌　　：…美咲、本当に、満月ちゃんに言ったの？

美咲　：…

萌　　：生まれてこなければ、よかったって？

美咲　：…

萌　　：歯、食いしばりな。

　　萌、美咲のほほを平手でうつ

静子　：も、萌先輩…！

萌　　：あんたの気持ち、よくわかるよ。さみしかったのよね。

　　　　自分ばかりがんばってるように思えたんでしょ。

　　　　でも、それは妹の存在を否定していい理由になんかならないのよ。

　　　　…お母さんがいのちがけでうんだ妹を、なんだと思ってるのよ！！

美咲　：…萌…

萌　　：千明たちの言う通りよ。あんたは満月ちゃんを乱暴に扱ってる。

　　　　お母さんの大切な子を、どうして大切にしてあげられないのよ！

美咲　：…

萌　　：（ぬいぐるみを見て）かわいいじゃない。お花の模様がついてる。

美咲　：…私、春に生まれたの。

　　　　窓から見える花がキレイだったから、美しく咲く、で、美咲、って…

萌　　：そう…

美咲　：お母さん…！
萌　　：…いまごろきっと、満月ちゃんを止めてくれてるわ。

　　　　（千明たちに）さ、行こう。
千明　：（満月に）…満月、聞こえた？あたし、あんたに謝りたいこと、たくさんあるんだ。

　　　　絶対、帰ってこいよ…！

成美　：今度は私たちが、あんたを守るから。

静子　：何も心配しないでいいからね！

萌　　：…行きましょう。

萌、千明たちをうながす。美咲以外全員下手にはける。

美咲　：…いのちを、かけて…

　　　　（満月をみて）満月、いつぶりだろうね。こうやって、落ち着いて、話すのなんて。

　　　　あんたは、やっぱり馬鹿ね。こんなこと、して…

　　　　でも、私のほうが、馬鹿か…

…満月、私はね、お母さんともっと一緒にいたかったんだ。

　　　　だから、あんたが憎かった。どこに悲しみをぶつけていいのか、わかんなかった。

　　　　でもあんたも同じだよね。あんただって、お母さんがいなくて、さみしかったよね。

　　　　どうしていいか、わかんなかったよね。

満月　：…

美咲　：ごめんね…！

満月　：…

美咲　：…帰ってきて…！帰ってきて！満月！
　　顔を覆って泣く美咲、満月、ゆっくりを目を開け、手をのばす。

満月　：お、ねえ、ちゃん…

美咲　：満月…？（満月を抱きしめる）ごめんね…！！

　　　　誕生日、おめでとう…！

母音声

　「大切だから、うんだのよ…」

満月　：…おかあさん…うんでくれて…ありがとう…！

ふたり、お互いを抱きしめる。

―幕―

